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　　　　　　　　　　　　　　　モ デル を用 い た基礎的検 討 。
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【目 的】近年、一
度 に 大量 の 放射線 量 を 限局 的 に 照射す る 非侵襲的治療法

stereotactic 　radiosurgery （SRS ）が 臨床 応用 さ れ て い る 。　 SRS を 施 行 す

る 上 で 近接 正 常組織 の 正 確 な三 次元 的な線量分 布 の 把握 が 不 可 欠 で あ る 。

しか し な が ら現 在 の と こ ろ 第 3 世代 の 治療計画装置 を用 い た 線 量 分布 の 評

価 に と ど ま っ て い る。

　今 回 ．我 々 は 第 4 世 代 に あ た る 三 次 元 線 量 重 畳 積 分 （Con ▼ olutton

Superposition ）モ デ ル を 使 用 し た 線 量 計算 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 放射線 治

療 計 画 装置 （Pinnacle3 】｝ 3ADAC ｝を使用す る 機会 を 得 た の で 計 画 上 の 線

量値 と 実際 に 計測 した線 量 と を 比較検討 し た 。

　線 量 計 算 ア ル ゴ リズ ム に つ い て
一

次線 は第 3 ． 4 世代 と も に CT 密度 を 考

慮 し 計 算さ せ て い ます 。 散乱線 に お い て は第 3 世代 は CT 密度 を 考慮 せ ず

水 と して 計 算させ て い ま すが、第 4 世代は CT 密 度 を考慮 して 計算 さ せ て

い ま す 。（fig．1）散 乱線 を 体内 で ど の よ う に 考 慮 して い る か を 表 し て い ま

す。第 3 世 代 は 均
一な 水 と し て 考 え て い る の で どの 点 に お い て も 同 じ よ う

な散乱分布 を 呈 し、第 4 世代 は CT 密度 を 考 慮 し て る の で 伸縮 し た 散乱分

布 を 呈 し ま す。（fig．2）

【使用機器】治療装置 ； SLI 　15 （ELEKTA ），
CT 装置 ： W3000AD （日立 ） ，

治療 計画装 置 ： PINNACLE 　3　D （ADAC ），線 量 計 ： RAMTEC 　1000 （東洋 メ

デ ッ ク ），0．6ccJARP 型 チ ェ ン バ （PTW ）， フ ァ ン ト ム ； SOLm 　WATER

1．OI591cm 　（RMI ），　 BONE 　MATERIAL 　 1．82691cm 　（RMI ｝，
LUNG

MATERIAL 　O．3gtcm （RMI ）

【方 法 】 照 射野 の 大 き さ 、形 状 、入 射角 を 変 化 さ せ 放射線治療 計 画 装置

（Pinnacie3D ： ADAC ）に よ る 計 算 値 と フ ァ ン ト ム 、　 JARP 型 線量 計 を用

い た 実 測 値 と 比 較 検 討 す る 。（fig ．3 ．
fig．4 ．fig ．5）使 用 エ ネ ル ギ

ー
：

4MV ，
10MV 　photon 　beam

，
　SCD ：100cm ，MU ：leO ，

Depth ；10cm ，フ ァ ン ト

ム ：Solid　water 単体 ，Zc皿 Solid　water 　L5cm 　Bone 　6。5cm 　Solid　water の

組 み 合わせ ， 3cm 　Solid　water 　6cm 　Lung 　lcm 　So亘苴d　water の 組 み 合わせ た

も の を使用 した。（Solid　water 単体時 の み Depth ： 5cm ．10cm ）

【結剰 So 且idwater フ ァ ン トム にお い て 、 4MV ．10MV の い ずれ の エ ネ

ル ギ ーを 用 い て も 、照 射 野 の 形 状 に よ り誤 差 の 拡 大 は み ら れ な か っ た。ま

た 、従来か ら誤差 の 拡 大 要 因 と し て 指摘 さ れ て い る 小 照射 野 、斜入照射 に

お い て も 誤 差 は そ れ ぞ れ ± 2．且4％ ， ± 2．199e 内 と 小 範囲 に と ど ま っ た 。

　 Solidwater ／Bone 、　 Solidwater1Lung を 組 み 合 わ せ た 不 均質 な フ ァ ン

トム に お い て も 、誤 差 が 最 大 と な る 最 11 、照 射 野 で Bone ： ・L11 ％ Lung ：

Z ．18 ％，最大入 射角度 で Bone ：
−L69 ％ Lu ロg ： 1．39 ％ と 良 好 な 実 測値 と

計 算値 の
一

致 が み られ た 。

　【結語】
一

次線 の み な らず散乱線 に 対 して も CT 密度 に よ る 補 正 を 考 慮 し

て い る た め 照 射野 の 大 き さ、形状、入 射角度、不 均質 フ ァ ン ト ム に お い て 、

実 測 値 と 計算値 で 良好 な 一致 が み られ た 。複数 の ビーム が 多方 向 か ら重 ね

合わ さ る SRS の 正 確 な 線 量 分布 の 把握 に PINNACLE 　 3　D ： ADAD は 有用

と 考 え られ た 。
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